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結
び
に
か
え
て

一

は

じ

め

に

二
〇
一
一
年
六
月
二
三
日
、
ド
イ
ツ
で
強
制
結
婚
の
禁
止
及
び
強
制
結
婚
の
被
害
者
の
保
護
の
改
善
並
び
に
滞
在
及
び
難
民
に
関
す
る

諸
規
定
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
、
強
制
結
婚
禁
止
法
。
BGBl.I2011
N
r.33）
が
成
立
し
、
同
年
七
月
一
一
日
に
発
効
し
た
。
従
来
、
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刑
法
二
四
〇
条
に
定
め
る
強
要
罪
の
加
重
形
態(1
)と

し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
性
行
為
若
し
く
は
結
婚
に
応
じ
る
こ
と
の
強
要
の
う
ち
、
後
者

を
独
立
し
て
規
定
し
（
二
三
七
条
一
項
）、
ま
た
、
二
三
四
条
ａ
に
規
定
す
る
拉
致
罪
に
含
ま
れ
て
い
た
類
型
を
も
同
様
に
処
罰
す
る
こ

と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
（
同
二
項(2
)）。

今
次
の
法
改
正
の
特
徴
は
、
移
民
と
し
て
ド
イ
ツ
に
入
国
、
居
住
し
、
生
活
を
送
る
者
の
保
護

を
謳
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
移
民
の
背
景
を
も
つ
者
（
Person
m
it
M
igrationshintergrund
(3
)）

の
う
ち
、（
特
に
若

年
）
女
性
の
強
制
結
婚
の
被
害
が
近
年
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
強
要
が
家
族
や
親
類
（
以
下
、
近
親
者
等
と
い
う
）
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
虐
待
類
似
の
事
例
が
看
取
さ
れ
る
う
え
、
結
婚
を
強
要
さ
れ
た
者
が
近
親
者
等
の
意
向
に
そ
わ
な
い
場
合
に
は
、
場
合

に
よ
っ
て
は
生
命
侵
害
に
至
る
よ
う
な
暴
力
の
被
害
に
遭
う
深
刻
な
例
も
あ
る(4
)。

規
定
の
眼
目
は
、
ま
ず
、
か
か
る
事
態
に
対
処
し
、
移

民
の
背
景
を
も
つ
者
の
婚
姻
の
自
由
の
保
護
を
厚
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
婚
姻
の
自
由
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
六
条
一
項
の
み
な
ら
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
一
二
条
及
び
国
連
世
界
人
権
宣
言
一
六
条
に
よ
っ
て
も
保
障
さ
れ
る
基
本
的
人
権
で
あ
り
、
保
護
に
値
す
る
重
要

な
法
益
た
る
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
、
他
方
で
、
強
制
結
婚
が
行
わ
れ
る
状
況
に
お
い
て
は
、
固
有
の
文
化
、
宗
教
が
影
響
を

及
ぼ
す
面
も
見
受
け
ら
れ
、
宗
教
の
自
由
と
の
調
和
を
は
か
る
必
要
も
あ
る
。
何
よ
り
、
文
化
的
宗
教
的
背
景
を
伴
っ
た
ま
ま
、
人
が
国

境
を
越
え
て
移
動
す
る
移
民
の
事
情
を
無
視
し
て
、
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
立
法
に
お
い
て
は
、

文
化
的
差
異
と
国
家
の
法
規
制
と
を
如
何
に
調
整
す
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

刑
罰
に
よ
る
法
規
制
に
積
極
的
な
国
際
的
動
向
を
受
け
、
ド
イ
ツ
に
先
ん
じ
て
、
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
強
制
結
婚
の
刑
法
的
規
制

が
始
ま
っ
て
い
る(5
)。

こ
の
動
き
を
、
文
化
的
差
異
を
超
え
て
、
あ
る
べ
き
被
害
者
保
護
の
途
を
模
索
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
一

環
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
尤
も
、
公
教
育
に
お
け
る
政
教
分
離
が
問
題
と
な
っ
た
ス
カ
ー
フ
着
用
禁
止
立
法
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て

も
顕
在
化
し
た
よ
う
に
、
国
境
を
越
え
る
事
態
へ
の
国
内
法
に
よ
る
規
制
が
、
新
た
な
対
立
を
生
む
局
面
も
生
じ
う
る
。
実
態
に
即
し
て

見
れ
ば
、
強
制
結
婚
は
、
明
ら
か
に
保
護
の
必
要
性
が
あ
る
、
特
に
女
性
が
被
害
者
と
な
り
や
す
い
類
型
の
犯
罪
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
、
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か
つ
、
か
か
る
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
立
法
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
に
は
賛
同
が
得
ら
れ
る
と
し
て
も
、
如
何
な
る
行
為
を
禁
止
の
対

象
と
し
、
処
罰
を
科
す
か
に
つ
い
て
は
な
お
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
強
制
結
婚
禁
止
法
の
成
立
後
、
賛
否
の
議
論
が

戦
わ
さ
れ
た
。
特
に
刑
法
的
視
角
か
ら
の
論
争
は
、
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
新
規
定
の
構
成
要
件
解
釈
の
射
程
に
集
中
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
特
殊
な
立
法
過
程
を
経
て
成
立
し
た
ド
イ
ツ
刑
法
上
の
強
制
結
婚
規
定
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
こ
に

生
ず
る
解
釈
論
的
問
題
点
を
少
し
く
検
討
し
た
い
。

(1
)
本
改
正
に
先
立
つ
二
〇
〇
五
年
、
既
に
ド
イ
ツ
刑
法
は
、
第
三
七
次
刑
法
改
正
法
（
BGBl.I
2005,S.239）
に
よ
り
、
強
要
罪
に
つ
い
て
、

「
暴
行
を
用
い
、
又
は
、
重
大
な
害
悪
を
加
え
る
旨
の
脅
迫
に
よ
り
、
人
に
行
動
、
受
忍
又
は
不
作
為
を
違
法
に
強
要
し
た
者
」
を
三
年
以
下
の

自
由
刑
又
は
罰
金
に
処
す
る
と
定
め
る
基
本
行
為
（
二
四
〇
条
一
項
）
に
、
犯
情
の
特
に
重
い
場
合
の
例
示
規
定
（
Regelbeispiel）
と
し
て
、

「
他
の
者
に
性
行
為
若
し
く
は
結
婚
に
応
じ
る
こ
と
を
強
要
し
た
と
き
」
に
は
、
六
月
以
上
五
年
以
下
の
自
由
刑
に
処
す
る
と
い
う
規
定
を
追
加

し
て
い
た
（
同
四
項
一
文
。
訳
文
は
、
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
「
ド
イ
ツ
刑
法
典
」
法
務
資
料
四
六
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
に
従
っ
た
。

既
遂
時
期
を
決
す
る
文
言
（
zur
Eingehung
der
Ehe）
の
訳
に
関
し
て
は
、
後
述
注
35
）。
今
次
の
法
改
正
に
よ
り
、
二
四
〇
条
四
項
一
文
の

「
結
婚
に
応
じ
る
こ
と
を
強
要
し
た
と
き
」
と
い
う
箇
所
は
削
除
さ
れ
た
。

(2
)
拉
致
罪
の
規
定
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
策
略
、
脅
迫
又
は
暴
行
に
よ
り
、
こ
の
法
律
の
場
所
的
適
用
領
域
外
の
地
域
に
他
の
者
を
連
れ

出
し
、
そ
こ
に
赴
く
よ
う
に
さ
せ
、
又
は
、
そ
こ
か
ら
帰
る
の
を
阻
止
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
政
治
上
の
理
由
か
ら
訴
追
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
法
治

国
家
原
則
に
反
し
て
暴
力
的
又
は
恣
意
的
処
置
に
よ
り
、
身
体
若
し
く
は
生
命
を
害
さ
れ
、
自
由
を
奪
わ
れ
、
又
は
そ
の
職
業
上
若
し
く
は
経
済

的
な
地
位
に
お
い
て
著
し
く
侵
害
さ
れ
る
危
険
に
こ
の
者
を
さ
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
上
の
自
由
刑
に
処
す
る
」（
ド
イ
ツ
刑
法
二
三
四
条
ａ
一

項
）

(3
)
ド
イ
ツ
の
統
計
上
、
二
〇
〇
五
年
小
規
模
国
勢
調
査
以
降
採
用
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
統
計
局
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
九
年

以
後
、
現
在
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
域
内
に
移
住
し
て
き
た
す
べ
て
の
者
、
ド
イ
ツ
国
内
で
出
生
し
た
す
べ
て
の
外
国
人
、
及
び
、
両
親
の
少

な
く
と
も
い
ず
れ
か
が
ド
イ
ツ
に
移
住
し
て
き
た
、
若
し
く
は
ド
イ
ツ
国
内
で
出
生
し
た
外
国
人
で
あ
る
、
ド
イ
ツ
国
籍
を
も
ち
、
ド
イ
ツ
国
内

で
出
生
し
た
者
を
指
す
（
https://w
w
w
.destatis.de/D
E/ZahlenFakten/GesellschaftStaat/Bevoelkerung/M
igrationIntegration/

M
igrationshintergrund/A
ktuell.htm
l）。
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(4
)
被
強
要
者
の
不
服
従
が
家
名
を
傷
つ
け
る
と
考
え
ら
れ
れ
ば
、
名
誉
を
守
る
た
め
、
こ
の
者
を
殺
害
す
る
名
誉
殺
人
（
Ehrenm
ord）
す
ら

行
わ
れ
、
ド
イ
ツ
国
内
で
発
生
し
た
事
件
も
報
じ
ら
れ
た
。
V
gl.Constanze
v.Bullion,In
den
Fängen
einer
türkischen
Fam
ilie,in:

Süddeutsche
Zeitung
vom
26.Februar2005,S.3.V
gl.BR-D
rucksache
436/05,S.5;BT
-D
rucksache
16/1035,S.1;17/4401,S.1.

名
誉
殺
人
に
関
す
る
比
較
的
大
規
模
な
公
的
調
査
分
析
と
し
て
、
D
ietrich
O
berw
ittler/
Julia
K
asselt
(hrsg.v.BK
A
),Ehrenm
orde
in

D
eutschland
1996-2005,2011.
本
調
査
が
対
象
と
す
る
（
狭
義
の
）
名
誉
殺
人
は
、「
家
族
の
集
団
的
名
誉
を
回
復
す
る
た
め
の
、
親
族
等

に
よ
る
女
性
の
殺
害
」（
dies.,S.24）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
名
誉
殺
人
が
、
諜
殺
罪
の
要
件
と
す
る
「
下
劣
な
動
機
」
に
よ
る
殺
害
か
否
か
は
、

ド
イ
ツ
刑
法
上
の
重
要
論
点
と
な
っ
て
い
る
（
V
gl.T
atjana
H
örnle,Zur
Relevanz
von
Bew
eggründen
für
die
Bew
ertung
von

T
ötungsdelikten―
am
Beispielsog.„Ehrenm
orde“,FS
fürW
olfgang
Frisch,2013,S.654）。
な
お
、
個
別
事
例
を
挙
げ
つ
つ
、
ド
イ

ツ
の
状
況
を
伝
え
る
日
本
語
文
献
と
し
て
、
杉
町
真
由
美
「
現
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
強
制
結
婚
問
題
」
移
民
研
究
年
報
16
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一

二
三
頁
以
下
も
参
照
。

(5
)
例
え
ば
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
既
に
二
〇
〇
二
年
に
強
制
結
婚
対
策
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
三
年
強
制
結
婚

を
刑
罰
法
規
で
規
制
す
る
法
改
正
を
行
い
、
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
（
二
〇
〇
三
年
法
律
第
七
六
号
。
木
下
淑
恵
「
海
外
法
律
情
報
ノ
ル

ウ
ェ
ー
：
強
制
結
婚
を
め
ぐ
る
問
題
」
ジ
ュ
リ
一
二
五
六
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
四
九
頁
参
照
）。
英
国
で
は
、
二
〇
〇
七
年
、
強
制
結
婚
（
市

民
保
護
）
法
が
成
立
し
、
翌
年
一
一
月
二
五
日
発
効
し
た
。
同
法
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
が
、
個
人
を
強
制
結
婚
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
保
護
命
令

を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
民
事
法
的
視
角
か
ら
立
法
的
解
決
を
は
か
る
試
み
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
の
国
の
立
法
動
向
を
紹
介
す
る
日
本
語
文
献
と
し
て
、
松
倉

耕
作
「
強
制
婚
姻
と
ス
イ
ス
法
」
名
城
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
二
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
四
九
頁
以
下
、
同
「
強
制
婚
姻
と
オ
ー
ス
ト
リ

ア
法
」
名
城
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
二
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
七
九
頁
以
下
。

二

強
制
結
婚
の
実
態
と
立
法
へ
の
途

強
制
結
婚
の
問
題
性
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
刑
事
規
制
の
実
現
に
至
る
ま
で
は
時
間
を
要
し
た
。
ま
ず
、
規

制
の
前
提
と
し
て
、
立
法
事
実
の
把
握
が
要
請
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
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に
、
強
制
結
婚
の
多
義
性
に
よ
る
。
暴
力
に
よ
ら
ず
と
も
、
婚
姻
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
然
あ
り
得
る
が
、
そ
れ
を
も
処
罰

対
象
と
す
る
か
ど
う
か
は
、
刑
事
規
制
の
是
非
を
め
ぐ
る
根
源
的
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
実
態
把
握
の
前
提
と
し
て
、
如
何
な
る
行
為

を
処
罰
対
象
た
る
強
制
結
婚
と
す
る
か
の
基
準
に
関
す
る
問
題
で
も
あ
る
。
第
二
に
、
強
制
結
婚
が
、
近
親
者
等
に
よ
り
、
親
密
な
関
係

内
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
重
大
な
事
態
に
至
る
ま
で
把
握
し
難
い
こ
と
に
よ
る
。
か
く
し
て
、
立

法
作
業
に
お
い
て
は
、
法
的
対
応
を
要
す
る
実
情
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
う
え
で
、
処
罰
を
要
す
る
強
制
結
婚
に
つ
い
て
、
一
義

的
な
構
成
要
件
を
規
定
で
き
る
が
課
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
強
制
結
婚
禁
止
法
制
定
に
至
る
経
緯
の
中
で
確
認
し
て
お
こ
う
。

(1
)
強
制
結
婚
の
現
象
形
態
と
定
義
の
困
難
性

刑
法
的
規
制
の
対
象
た
る
強
制
結
婚
と
は
い
か
な
る
行
為
か
。
望
ま
ぬ
結
婚
の
強
制
自
体
が
人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
。

か
か
る
強
制
が
、
し
ば
し
ば
女
性
に
対
し
て
、
し
か
も
近
親
者
等
か
ら
加
え
ら
れ
る
構
造
的
実
態
に
鑑
み
て
、
こ
れ
を
女
性
に
対
す
る
暴

力
と
位
置
づ
け
、
特
別
な
保
護
の
た
め
の
法
整
備
を
要
請
す
る
国
際
的
動
向
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る(6
)。

し
か
し
、
結
婚
と
は
、
社
会
に

お
け
る
最
小
の
家
族
単
位
の
形
成
と
言
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
義
は
、
個
人
と
そ
の
属
す
る
集
団
と
の
関
係
に
関
す
る
、
蓄
積
さ
れ
た

価
値
観
と
抜
き
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
婚
姻
に
至
る
過
程
、
成
立
要
件
、
共
同
体
に
お
け
る
承
認
の
方
法
の
多
様
性
に
鑑
み
、
文
化
的
、

若
し
く
は
宗
教
的
な
背
景
事
情
を
も
考
慮
し
つ
つ
、
如
何
な
る
行
為
態
様
を
刑
事
規
制
の
対
象
と
す
べ
き
か
を
措
定
す
る
こ
と
が
ま
ず
肝

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
婚
の
強
制
を
表
す
ド
イ
ツ
語
の
表
記
も
Zw
angs
(ver)
heirat(ung)、
Zw
angsehe
等
と
必
ず
し
も
一
定

し
な
い
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
定
義
を
確
定
す
る
こ
と
に
は
曲
折
が
あ
っ
た

(7
)(8
)。

ま
た
、
専
ら
国
内
法
に
よ
る
刑
事
規
制
の
対
象
と
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
戦
時
、
内
戦

下
で
（
特
に
若
年
の
）
女
性
が
結
婚
目
的
に
連
れ
去
ら
れ
、
又
は
結
婚
を
強
制
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
強
制
結
婚
と
称
さ
れ
る
が
、
こ
れ
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は
主
に
国
際
法
的
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
事
態
に
対
す
る
法
的
措
置
の
整
備
も
課
題
で
は
あ
る
が(9
)、

本
稿
は
、

こ
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
今
次
の
ド
イ
ツ
刑
法
改
正
の
主
た
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、
伝
統
的
な
共
同
体
や
そ
の
文
化
の
維

持
、
若
し
く
は
、
移
住
先
で
の
生
活
の
安
定
等
の
た
め
に
、
特
に
移
民
の
背
景
を
も
つ
者
が
、
結
婚
を
強
要
さ
れ
る
場
合
に
限
定
し
て
考

察
を
加
え
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
強
制
結
婚
の
実
態
及
び
そ
の
人
権
侵
害
性
は
、
ま
ず
、
移
民
を
背
景
に
も
つ
者
の
う
ち
、
そ
の
多
数
を
占
め
る
ト
ル

コ
出
身
者
の
被
害
に
関
し
て
徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(10
)。

親
、
兄
弟
等
の
近
親
者
に
よ
り
、（
特
に
若
年
の
）
女
性
が
望
ま
ぬ
結

婚
を
強
い
ら
れ
る
の
が
そ
の
典
型
で
あ
る
が
、
結
婚
が
、
ド
イ
ツ
国
内
へ
の
移
住
、
就
業
等
の
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
く
、
時
に
は
、
休
暇
等
で
本
国
へ
帰
郷
し
た
際
に
本
人
に
事
情
を
知
ら
せ
ず
に
進
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
現
象
形
態
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
ド
イ
ツ
に
居
住
す
る
移
民
の
背
景
を
も
つ
者
同
士
が
強
制
的
に
結
婚
さ
せ
ら
れ
る
最

も
単
純
な
類
型
、
第
二
に
、
外
国
に
居
住
す
る
女
性
が
結
婚
の
た
め
に
ド
イ
ツ
に
強
制
的
に
連
行
さ
れ
る
、「
輸
入
花
嫁
」
と
称
さ
れ
る

類
型
、
第
三
に
、
ド
イ
ツ
に
居
住
す
る
女
性
が
、
両
親
の
故
郷
へ
一
時
的
に
帰
郷
す
る
際
に
強
制
的
に
結
婚
さ
せ
ら
れ
る
、「
休
暇
結
婚
」

と
呼
ば
れ
る
類
型
、
最
後
に
、
ド
イ
ツ
滞
在
許
可
が
あ
る
女
性
を
足
が
か
り
に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
入
国
、
滞
在
許
可
の
た
め
の
結
婚
」

類
型
で
あ
る(11
)。

い
ず
れ
の
形
態
に
お
い
て
も
、
直
接
の
強
制
で
あ
れ
ば
格
別
、
複
数
人
が
当
事
者
を
説
得
す
る
等
し
て
当
事
者
自
身
が
こ
れ
に
応
じ
、

任
意
の
結
婚
の
外
観
を
呈
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
刑
事
規
制
の
対
象
た
る
強
要
行
為
と
言
い
難
い
面
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
結
婚

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
意
思
に
働
き
か
け
る
行
動
が
日
常
化
し
て
い
る
と
、
法
的
問
題
と
な
り
に
く
い
。
特
に
そ
の
問
題
が
顕
在

化
す
る
の
は
、
近
親
者
等
に
よ
り
、
結
婚
に
向
け
て
巧
妙
に
外
堀
が
埋
め
ら
れ
て
い
く
、「
お
膳
立
て
―
―
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
―
―
結
婚

（
arrangierte
Ehe）」
で
あ
る
。
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伝
統
的
な
結
婚
の
様
式
が
維
持
さ
れ
て
い
る
地
域
、
集
団
に
お
い
て
は
、
当
事
者
が
自
由
に
結
婚
の
相
手
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
近
親

者
が
双
方
の
間
を
と
り
も
ち
、
徐
々
に
段
取
り
を
進
め
る
風
習
が
散
見
さ
れ
る
。
比
較
的
一
般
的
な
ト
ル
コ
に
お
け
る
結
婚
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
文
献
で
は
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
家
の
息
子
が
適
齢
期
に
達
し
、
決
ま
っ
た
交
際
相
手
が
い
な
い
場
合
に
は
、

ま
ず
、
家
族
の
中
の
女
性
の
構
成
員
が
適
当
な
候
補
を
選
定
し
（
嫁
探
し
）、
見
つ
か
れ
ば
、
情
報
を
家
族
に
持
ち
帰
っ
て
、
い
か
に
良

い
候
補
か
を
「
宣
伝
」
す
る
と
共
に
、
相
手
先
に
家
族
の
訪
問
を
告
げ
る
。
花
婿
候
補
の
家
族
が
花
嫁
候
補
の
家
族
を
訪
問
し
、「
気
に

入
れ
ば
」
継
続
進
行
す
る(12
)。

こ
の
経
緯
に
お
い
て
、
当
事
者
の
自
己
決
定
が
前
提
で
は
あ
る
が
、
ト
ル
コ
で
は
、
な
お
代
理
に
よ
る
婚
姻

の
承
諾(13
)も

認
め
ら
れ
る
う
え
、
伝
統
的
で
、
家
父
長
的
雰
囲
気
の
強
い
家
庭
で
は
、（
特
に
父
）
親
の
意
向
が
重
要
で
あ
り
、
当
事
者
が

実
際
に
は
相
手
を
気
に
入
ら
な
く
と
も
、
拒
否
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
沈
黙
は
承
諾
を
意
味
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る(14
)。

こ
の
よ
う
に
当
事
者
以
外
の
者
に
よ
っ
て
万
事
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
る
、
お
膳
立
て
結
婚
に
つ
い
て
は
、
結
婚
に
至
る
過
程
が
、
必
ず
し
も

当
事
者
の
意
向
を
反
映
し
な
い
面
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
お
膳
立
て
結
婚
に
は
、
強
制
の
契
機
が
あ
り
、
強
制
結
婚
と
の
区
分
は
極
め
て

困
難
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る(15
)。

他
方
、
結
婚
に
向
け
て
お
膳
立
て
を
整
え
る
こ
と
と
、
暴
力
を
用
い
て
婚
姻
を
強
制
す
る
場
合
と
は

明
確
に
区
分
さ
れ
る
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
る(16
)。

周
囲
の
者
の
手
で
如
何
に
周
到
に
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
よ
う
と
も
、
最
終
的
に
当
事
者

の
合
意
の
下
に
婚
姻
が
成
立
す
る
場
合
を
も
、
処
罰
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
は
疑
義
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
両
者
の
区
分
は
難

し
く
、
そ
れ
故
、
可
罰
的
な
強
制
結
婚
の
成
立
の
限
界
を
め
ぐ
っ
て
は
、
お
膳
立
て
結
婚
と
の
間
の
境
界
を
如
何
に
設
定
す
る
か
が
中
心

問
題
と
な
っ
た
。
特
に
、
解
釈
論
に
お
い
て
は
、
結
婚
す
る
当
人
の
自
由
な
意
思
が
介
在
し
な
い
婚
姻
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
暴

行
、
脅
迫
の
手
段
が
用
い
ら
れ
た
か
否
か
が
決
定
的
な
要
素
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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(2
)
実
態
調
査
の
結
果

強
制
結
婚
の
規
制
が
可
能
か
つ
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
親
密
な
関
係
の
中
で
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
把
握
が
困
難
で
あ

る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
深
刻
な
事
態
に
至
る
ま
で
顕
在
化
し
難
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
法
的
強
制
力
を
伴
っ
た
適
時

の
被
害
者
保
護
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ト
ル
コ
の
婚
姻
法
や
慣
習
に
則
し
て
、
強
制
結
婚
が
如
何
な
る
経
緯
を
た
ど
る
か

を
丹
念
に
分
析
し
た
う
え
で
、
強
制
結
婚
の
あ
る
べ
き
刑
事
規
制
を
提
言
す
る
論
稿
に
よ
れ
ば
、（
ド
イ
ツ
へ
の
移
住
者
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
て
も
）
ト
ル
コ
社
会
に
お
い
て
、
婚
姻
の
締
結
に
は
、
総
じ
て
家
族
、
特
に
家
父
長
の
意
向
が
相
当
強
く
反
映
す
る
と
さ
れ
て
い
る(17
)。

そ
れ
故
、
そ
の
意
向
に
反
し
た
者
に
は
、
暴
力
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
女
性
、

児
童
の
権
利
保
護
の
観
点
か
ら
、
早
急
に
被
害
者
の
保
護
を
は
か
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た(18
)。

同
様
の
問
題
意
識
に
立
ち
、
強
制
結

婚
の
被
害
者
保
護
を
優
先
す
べ
き
課
題
に
据
え
て
、
大
規
模
な
実
態
調
査
を
踏
ま
え
、
こ
れ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
例
も
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
立
法
に
先
鞭
を
つ
け
た
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
は
、
強
制
結
婚
に
関
す
る
専
門
委
員
会
が
、
実
態
把
握
に
あ

た
り
、
夫
婦
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
少
な
く
と
も
一
方
が
、
抑
圧
的
状
態
に
お
い
て
婚
姻
を
強
制
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
と
定
義
し
た(19
)。

同

州
で
最
初
に
行
わ
れ
た
調
査
報
告(20
)に

よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
一
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
の
期
間
、
二
一
三
人
の
女
性
と
二
人
の
男
性
が

強
制
結
婚
の
被
害
に
遭
っ
た
、
若
し
く
は
そ
の
差
し
迫
っ
た
危
険
が
あ
る
と
し
て
、
相
談
機
関
や
保
護
機
関
に
連
絡
し
た(21
)。

そ
の
う
ち
ほ

と
ん
ど
の
者
は
二
三
歳
未
満
で
あ
り
、
ま
た
、
未
成
年
が
一
八
％
弱
を
占
め
る
。
内
訳
を
見
る
と
、
一
八
歳
が
一
二
％
に
の
ぼ
る
。
中
に

は
、
七
歳
の
者
も
含
ま
れ
て
い
た(22
)。

国
籍
が
判
明
し
て
い
る
一
九
二
件
の
う
ち
、
約
四
〇
％
を
占
め
る
七
六
人
が
ト
ル
コ
国
籍
で
あ
る
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
国
籍
で
あ
っ
て
も
移
民
の
背
景
を
も
つ
者
が
約
二
〇
％
を
占
め
る
三
八
人
（
そ
の
う
ち
二
三
人
が
ト
ル
コ
の
移
民
的
背
景

を
も
つ
者
で
あ
る
）
で
あ
っ
た(23
)。

そ
の
後
、
連
邦
家
族
高
齢
者
女
性
青
少
年
省
の
調
査
で
も
、
相
談
機
関
で
把
握
さ
れ
た
事
例
の
う
ち
の

多
数
が
若
年
の
外
国
籍
の
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
例
え
ば
、
一
八
歳
未
満
の
者
は
三
〇
％
弱
に
達
し
、
一
八
歳
か
ら
二
一
歳
の
間
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の
年
齢
が
男
女
と
も
に
最
も
多
く
（
表
1(24
)）、

ド
イ
ツ
国
内
で
出
生
し
た
者
以
外
に
は
、
出
生
地
が
ト
ル
コ
で
あ
る
者
が
二
三
・
三
％
で

あ
り
（
表
2
。
な
お
表
3
参
照(25
)）、

前
記
調
査
と
同
様
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。

尤
も
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
特
定
の
民
族
、
宗
教
・
文
化
が
強
制
結
婚
の
原
因
で
あ
る
と
安
易
に
断
じ
る
べ
き
で
は
な
い
。
強
制

結
婚
の
社
会
問
題
化
の
背
景
に
は
、
ド
イ
ツ
の
移
民
政
策
の
転
換
も
影
響
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
、
離
婚
し
て
も
ド
イ
ツ
滞
在
が
認
め

ら
れ
る
婚
姻
継
続
期
間
の
制
限
が
二
年
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
滞
在
資
格
を
入
手
す
る
目
的
で
の
結
婚
の
利
用
（
偽
装
結
婚

Scheinehe）
が
増
加
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(26
)。

強
制
結
婚
に
伴
っ
て
国
境
を
越
え
る
移
動
の
有
無
が
あ
る
か
、
ま
た
差
し
迫
っ

論 説

(法雑 ’14）60―3・4― 280

一
一
三
六

表 1 当事者の年齢，性別

年 齢
性 別

合 計
女 男

13歳以下 人 数
割合(％)

16
2.2

16

14-15歳 人 数
割 合

42
5.7

1
2.7

43

16-17歳 人 数
割 合

154
20.9

7
18.9

161

18-21歳 人 数
割 合

305
41.4

17
45.9

322

22-27歳 人 数
割 合

141
19.2

10
27.0

151

28歳以上 人 数
割 合

78
10.6

2
5.4

80

合 計 人 数 736 37 773

表 2 当事者の出生地（国）別相談件数

国 名 件 数 割合(％)

ド イ ツ
ト ル コ

セルビア，コソボ，モンテネグロ
イ ラ ク
アフガニスタン
シ リ ア
モ ロ ッ コ
ア ル バ ニ ア
レ バ ノ ン
パ キ ス タ ン
他のアジア諸国
他のアフリカ諸国
他のヨーロッパ諸国
そ の 他（北南米)

193
141
47
38
36
33
16
13
12
12
29
18
15
3

31.8
23.3
7.8
6.3
5.9
5.4
2.6
2.1
2.0
2.0
4.8
3.0
2.5
0.5

合 計 606 100.0

出典：Zwangsverheiratung in Deutschland―Anzahl und
Analyse von Beratungsfällen



て
い
る
か
に
関
す
る
調
査
の
結
果
（
表
4
）

が
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
強
制
結
婚
の
規

制
に
お
い
て
立
法
者
が
直
面
す
る
の
は
、
決

し
て
宗
教
・
文
化
の
問
題
で
は
な
く(27
)、

法
制

度
を
「
利
用
」
し
て
他
人
の
権
利
を
侵
害
す

る
行
為
が
行
わ
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
如
何

な
る
方
途
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
か

の
問
題
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
調
査
と
相
前
後
し
て
、
主
に
強
制

結
婚
の
被
害
者
の
支
援
に
あ
た
っ
た
実
務
家

ら
を
中
心
に
、
刑
事
規
制
の
必
要
性
が
主
張

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た(28
)。

か
か
る
動
向

は
、
政
治
に
も
反
映
し
た
。
二
〇
〇
五
年
一

一
月
七
日
の
大
連
立
合
意
の
際
も
、
ま
た
、

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
六
日
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
と
自
由
民
主
党
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）

と
の
連
立
組
み
替
え
後
の
協
定
に
お
い
て
も
、
強
制
結
婚
に
対
し
て
何
ら
か
の
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
一
致
が
見
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
移
民
を
背
景
と
す
る
者
の
行
為
に
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
ド
イ
ツ
社
会
と
の
、
文
化
的
な
い
し
宗
教
的
差
異
の

問
題
に
直
面
し
て
、
法
的
な
整
備
は
十
分
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
〇
年
二
月
一
二
日
、
既
に
同
一
内
容
の
法
案
を
二
〇
〇
五

ドイツの強制結婚禁止法（金澤）
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表 3 取得国籍別相談件数

国 名 件 数 割合(％)

ド イ ツ
二 重 国 籍
外 国 籍
無 国 籍

233
16
309
10

41.0
2.8
54.4
1.8

合 計 568 100.0

表 4 強制結婚に伴う移動（重複回答可)

外国への移動

（上段 件数
下段 割合）

強制結婚の有無
合 計

結婚の強要 既に婚姻 婚姻の維持
を強要

な し
152
53.1％

101
69.2％

39
83.0％

258
58.9％

移動が切迫
123
43.0％

24
16.4％

4
8.5％

148
33.8％

既に移動
11
3.8％

21
14.4％

4
8.5％

32
7.3％

合 計
286
100.0％

146
100.0％

47
100.0％

438
100.0％

出典：Zwangsverheiratung in Deutschland―Anzahl und Analyse
von Beratungsfällen



年
に
提
出
し
て
い
た
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州(29
)に

、
ヘ
ッ
セ
ン
州
も
加
わ
っ
て
、
双
方
の
州
の
動
議
に
基
づ
き
、
連
邦
参
議
院

に
お
い
て
強
制
結
婚
禁
止
法
案
が
新
た
に
決
議
さ
れ
、
同
時
に
、
偽
装
結
婚
の
温
床
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
、
滞
在
資
格
を
得

る
た
め
の
婚
姻
の
継
続
期
間
の
限
度
も
延
長
さ
れ
た
。
強
制
結
婚
を
刑
法
典
に
独
立
に
規
定
す
る
こ
と
で
、「
立
法
者
は
、
強
制
結
婚
に

は
重
い
不
法
が
あ
る
と
し
て
有
罪
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
宣
言
し
、
同
時
に
、
こ
れ
が
、
旧
時
代
か
ら
続
く
、
少
な
く
と
も
耐
え
ら
れ
る

伝
統
や
多
文
化
の
問
題
で
あ
る
等
と
い
う
誤
っ
た
考
え
と
対
峙
す
る
立
場
を
表
明
し
た
こ
と
、
国
家
が
強
制
結
婚
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
当

事
者
の
権
利
へ
の
侵
害
に
対
し
、
手
に
し
得
る
最
も
峻
厳
な
手
段
で
阻
止
し
よ
う
と
す
る
一
義
的
シ
グ
ナ
ル
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と

し
て(30
)、

法
案
は
、
連
邦
議
会
で
可
決
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、
特
に
緊
急
に
保
護
の
必
要
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
、
移
民
の
背
景
を
も
つ
、
未

成
年
若
し
く
は
若
年
の
女
性
を
、
強
制
結
婚
の
被
害
、
若
し
く
は
そ
の
差
し
迫
っ
た
危
険
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
強
制
結
婚

禁
止
法
が
成
立
し
た(31
)。

(6
)
二
〇
〇
〇
年
六
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
国
連
の
特
別
総
会
、「
女
性
二
〇
〇
〇
年
会
議
」
は
、
一
九
九
五
年
、
北
京
で
開
催
さ
れ

た
第
四
回
世
界
女
性
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
北
京
宣
言
及
び
行
動
綱
領
」
を
踏
ま
え
、
新
た
な
形
態
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
取
り
組
む
課
題
が

示
さ
れ
た
。
ア
ナ
ン
事
務
総
長
（
当
時
）
は
、
名
誉
を
守
る
名
目
で
女
性
が
殺
害
さ
れ
る
例
に
言
及
し
つ
つ
、
こ
の
新
た
な
形
態
の
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
廃
す
る
必
要
性
を
述
べ
、
こ
れ
と
闘
う
各
国
の
姿
勢
を
評
価
し
た
。
同
会
議
の
成
果
報
告
「
北
京
宣
言
及
び
行
動
綱
領
実
施
の
た
め
の

更
な
る
行
動
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
は
、
強
制
結
婚
を
含
む
慣
行
も
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
位
置
づ
け
、
各
国
政
府
に
、
国
内
レ
ベ
ル
で
法
整
備

を
進
め
る
べ
し
と
す
る
（
成
果
報
告
六
九
⒠
）。

(7
)
Zw
angsehe
の
中
に
Zw
angsheirat
が
内
包
さ
れ
る
と
整
理
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
で
（
H
ayriye
Y
erlikaya/
Esm
a
Çakir-Ceylan,

Zw
angs-und
Scheinehen
im
Fokus
staatlicher
K
ontrolle:Eine
Betrachtung
des
jüngsten
Gesetzentw
urfes
zur
Bekäm
pfung

der
Zw
angsheirat
und
V
erhinderung
vor
Scheinehen
im
Lichte
des
O
pferschutzes,ZIS
2011,205）、
Zw
angsheirat
が

Zw
angsehe
及
び
Zw
angsverheiratung
を
も
含
む
上
位
概
念
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
Y
vonne
Riaño/
Janine
D
ahinden,

Zw
angsheirat:H
intergründe,M
aßnahm
en,lokale
und
transnationale
D
ynam
iken,2010,S.13）。
本
稿
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
刑
法

論 説
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二
三
七
条
の
標
題
た
る
Zw
angsheirat
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
強
制
結
婚
の
訳
語
を
当
て
る
こ
と
と
す
る
。

(8
)
欧
州
評
議
会
の
議
員
会
議
の
二
〇
〇
五
年
第
一
四
六
八
決
定
に
よ
れ
ば
、
強
制
結
婚
は
、
結
婚
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
一
方
の
完
全
か
つ
自

由
な
同
意
が
欠
け
て
い
る
場
合
を
指
す
（
四
）。
http://assem
bly.coe.int/M
ain.asp?link=/D
ocum
ents/A
doptedT
ext/ta05/

ERES1468.htm
.

(9
)
そ
れ
故
、
本
稿
に
お
け
る
強
制
結
婚
と
は
、
戦
争
犯
罪
や
国
際
刑
事
法
上
人
道
に
対
す
る
罪
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
如
上
の
点
に
つ

い
て
は
、
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ク
ー
プ
「
強
制
結
婚
と
国
際
刑
事
法
（
第
二
回
赤
松
良
子
ユ
ー
ス
賞
受
賞
作
）」
国
際
女
性
二
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）

九
頁
以
下
。
強
制
結
婚
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
程
に
お
け
る
人
道
に
対
す
る
犯
罪
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
犯
罪
中
、「
そ
の

他
の
非
人
道
的
な
行
為
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
強
姦
、
性
奴
隷
化
等
の
固
有
の
犯
罪
と
比
較
す
る
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
暴
力
の
点
で
そ
の
重
要
性

は
相
対
的
に
小
さ
く
な
る
が
、
な
お
個
別
に
と
り
あ
げ
る
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
同
『
国
際
刑
事
法
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
暴
力
』（
二
〇

一
二
年
）
八
三
頁
以
下
）。

(10
)
二
〇
〇
四
年
の
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
で
、
最
優
秀
作
品
に
授
与
さ
れ
る
金
熊
賞
を
獲
得
し
た
Gegen
die
W
and
は
、
結
婚
の
道
具
と
さ
れ

る
若
い
女
性
た
ち
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ
つ
つ
、
移
民
に
よ
り
生
じ
た
、
ド
イ
ツ
の
ト
ル
コ
人
社
会
を
描
写
し
た
。

(11
)
BT
-D
rucksache
436/05,S.6f.;16/1035,S.6;17/4401,S.8.

(12
)
Filiz
Sütçü,Zw
angsheirat
und
Zw
angsehe―
Falllagen,rechtliche
Beurteilung
und
Prävention,2008,S.63ff.

(13
)
俗
に
手
袋
婚
（
H
andschuehe）
と
称
さ
れ
る
。

(14
)
Sütçü,a.a.O
.,67f.

(15
)
N
ecla
K
elek,H
eirat
ist
keine
Frage,Zw
angsheiratung
in
D
eutschland,2007,S.83ff
(89).

(16
)
Gaby
Straßburger,
Zw
angsheirat
und
arrangierte
Ehe―
zur
Schw
ierigkeit
der
A
bgrenzung,
Zw
angsheiratung
in

D
eutschland,S.68ff
(69f.).）

(17
)
当
事
者
は
、
事
実
上
拒
否
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
沈
黙
が
承
諾
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
Statt
aller,Sütçü,a.a.O
.,S.224.

(18
)
前
掲
世
界
女
性
会
議
成
果
報
告
参
照
。

(19
)
Bericht
der
Fachkom
m
ission
Zw
angsheirat
der
Landesregierung
Baden-W
ürttem
berg
(Bericht
v.Baden-W
ürttem
berg),

Stuttgart,im
Januar
2006,S.16.
基
本
的
に
こ
れ
を
踏
襲
し
、
強
制
結
婚
を
、
夫
婦
と
な
ろ
う
と
す
る
者
の
少
な
く
と
も
一
方
が
、
物
理
的

若
し
く
は
心
理
的
抑
圧
状
態
で
、
又
は
暴
力
に
よ
っ
て
婚
姻
を
強
制
さ
れ
る
場
合
と
定
義
す
る
（
V
gl.Straßburger,a.a.O
.,S.68.u.a.）。
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(20
)
州
内
の
、
女
性
相
談
機
関
、
母
子
保
護
施
設
、
社
会
福
祉
関
係
施
設
や
外
国
人
関
連
官
庁
な
ど
の
九
三
機
関
に
対
す
る
調
査
の
結
果
で
あ
る

（
Bericht
v.Baden-W
ürttem
berg,S.27）。

(21
)
Bericht
v.Baden-W
ürttem
berg,S.28.
ま
た
、
連
邦
家
族
高
齢
者
女
性
青
少
年
省
の
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
に
三
四
四

三
人
が
八
三
〇
の
関
係
機
関
に
連
絡
し
た
（
BM
FSFJ,
Zw
angsverheiratung
in
D
eutschland―
A
nzahl
und
A
nalyse
von

Beratungsfällen,K
urzfassung
Stand
28.03.2011,S.7）。
さ
ら
に
、
上
記
調
査
に
基
づ
く
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ラ
ヴ
ァ
エ
ツ
財
団
の
委
託
に
よ

る
分
析
（
T
hom
as
M
irbach/
T
orsten
Schaak/
K
atrin
T
riebl,Zw
angsheiratung
in
D
eutschland,2011）
も
参
照
。
な
お
、
同
財
団

委
託
の
調
査
報
告
で
は
、
強
制
結
婚
（
Zw
angsverheiratung）
は
、
少
な
く
と
も
夫
婦
の
一
方
が
公
式
若
し
く
は
非
公
式
な
（
つ
ま
り
宗
教

的
社
会
的
に
締
結
さ
れ
る
）
婚
姻
に
応
じ
る
よ
う
、
暴
行
若
し
く
は
重
大
な
害
悪
を
加
え
る
旨
の
脅
迫
に
よ
り
強
要
さ
れ
、
そ
の
拒
否
が
聞
き
入

れ
ら
れ
ず
、
ま
た
は
、
抵
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
を
言
う
、
と
さ
れ
、
お
膳
立
て
結
婚
と
は
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

(22
)
Bericht
v.
Baden-W
ürttem
berg,
S.29.
婚
姻
を
強
制
さ
れ
た
当
時
は
、
四
〇
％
が
未
成
年
で
あ
っ
た
（
Bericht
v.
Baden-

W
ürttem
berg,S.30）。

(23
)
Bericht
v.Baden-W
ürttem
berg,S.31.
前
掲
連
邦
家
族
高
齢
者
女
性
青
少
年
省
の
調
査
で
も
相
談
機
関
で
把
握
さ
れ
た
者
の
二
三
％
が

ト
ル
コ
出
身
と
判
明
し
た
（
BM
FSFJ,a.a.O
.,S.28）。

(24
)
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
行
わ
れ
た
調
査
で
も
、
相
談
機
関
で
把
握
さ
れ
た
者
の
う
ち
一
八
歳
か
ら
二
一
歳
ま
で
の
年
齢
が
最
も
多
く
（
全
体
の
三
九

％
）、
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
（
M
irbach/
Schaak/
T
riebl,a.a.O
.,S.68f.）。

(25
)
表
2
で
は
、
ド
イ
ツ
国
内
で
出
生
し
た
者
が
三
一
・
八
％
を
占
め
る
が
、
相
談
機
関
で
把
握
さ
れ
た
者
の
九
八
・
五
％
は
、
移
民
の
背
景
を
も

つ
と
さ
れ
る
（
BM
FSFJ,a.a.O
.,S.28;M
irbach/
Schaak/
T
riebl,a.a.O
.,S.72）。

(26
)
BT
-D
rucksache
17/4401,S.1.

(27
)
イ
ス
ラ
ム
婚
姻
法
自
体
は
、
必
ず
し
も
強
制
結
婚
を
正
当
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
う
え
、
ト
ル
コ
婚
姻
法
は
、
一
九
二
六
年
ス
イ
ス
法
に

倣
っ
て
改
正
さ
れ
、
宗
教
法
の
体
系
に
従
う
シ
ャ
リ
ア
法
は
廃
さ
れ
た
。

(28
)
A
rno
Busch,D
ie
Frage
der
Ehre,N
J
2010,18ff.u.a.

(29
)
BR-D
rucksache
767/04.
二
〇
〇
五
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
も
法
案
を
提
出
し
て
い
た
（
BR-D
rucksache
436/05）。
ま
た
、
バ
ー
デ
ン
・

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
で
は
、
二
〇
〇
六
年
二
月
一
〇
に
も
、「
我
々
の
州
で
も
強
制
結
婚
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
認
識
す
べ
き
で
あ

る
」（
当
時
の
州
知
事
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ゴ
ル
の
同
年
二
月
九
日
記
者
会
見
で
の
発
言
）
と
い
う
出
発
点
に
立
ち
、
再
度
強
制
結
婚
禁
止
法
案
を
連
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邦
参
議
院
に
提
出
し
た
（
BR-D
rucksache
51/06）。

(30
)
BT
-D
rucksache
17/4401,S.2.

(31
)
BR-D
rucksache
767/04,S.1;BT
-D
rucksache
17/4401,S.1.

三

新
規
定
と
そ
の
解
釈

(1
)
強
制
結
婚
罪
の
構
成
要
件

新
た
に
追
加
さ
れ
た
刑
法
二
三
七
条
の
規
定
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
三
七
条

強
制
結
婚

(一
)
暴
行
を
用
い
、
又
は
、
重
大
な
害
悪
を
加
え
る
旨
の
脅
迫
を
用
い
て
人
に
婚
姻
に
応
じ
る
こ
と
を
強
要
し
た
者
は
、
六
月
以

上
五
年
以
下
の
自
由
刑
を
科
す
。
暴
行
若
し
く
は
重
大
な
害
悪
に
よ
る
脅
迫
の
利
用
が
追
求
さ
れ
る
目
的
に
照
ら
し
て
非
難
す

べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
と
き
、
行
為
は
違
法
で
あ
る
。

(二
)
前
項
の
行
為
を
行
う
目
的
で
、
暴
行
、
重
大
な
害
悪
に
よ
る
脅
迫
若
し
く
は
策
略
に
よ
り
、
本
法
の
空
間
的
適
用
領
域
外
に

人
を
連
れ
出
し
、
そ
こ
へ
行
く
よ
う
誘
い
出
し
、
ま
た
は
そ
こ
か
ら
帰
還
す
る
こ
と
を
妨
害
し
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

(三
)
未
遂
は
処
罰
さ
れ
る
。

(四
)
さ
ほ
ど
重
大
で
な
い
事
案
に
お
い
て
は
三
年
以
下
の
自
由
刑
若
し
く
は
罰
金
刑
が
科
さ
れ
る
。

本
条
一
項
が
定
め
る
強
制
結
婚
の
規
定
は
、
人
身
売
買
に
関
す
る
規
定
整
備
に
合
わ
せ
て
追
加
さ
れ
、
強
要
の
加
重
類
型
の
形
式
を

と
っ
た
旧
規
定
二
四
〇
条
四
項
前
段
の
内
容
及
び
法
定
刑
を
継
承
し
て
い
る
。
暴
行
、
脅
迫
の
手
段
を
用
い
た
強
要
の
実
行
が
処
罰
対
象
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で
あ
り
、
お
膳
立
て
結
婚
と
の
間
に
明
確
な
境
界
線
が
引
か
れ
る(32
)。

本
規
定
は
、
消
極
的
な
婚
姻
の
自
由
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
被

強
要
者
が
望
ま
ぬ
相
手
と
の
婚
姻
を
、
暴
行
、
脅
迫
に
よ
り
強
い
ら
れ
る
場
合
に
だ
け
成
立
し
、
望
む
相
手
と
の
婚
姻
を
阻
止
さ
れ
る
場

合
や
、
望
ま
ぬ
婚
姻
状
態
か
ら
救
助
さ
れ
な
い
場
合
を
含
ま
な
い(33
)。

こ
れ
に
対
し
て
、
二
項
は
、
輸
入
花
嫁
、
休
暇
結
婚
、
入
国
若
し
く

は
滞
在
許
可
の
た
め
の
結
婚
等
、
強
制
結
婚
が
用
い
ら
れ
る
現
象
形
態
を
踏
ま
え
、
強
制
結
婚
の
目
的
で
行
わ
れ
る
、
い
わ
ば
予
備
的
な

類
型
の
行
為
に
対
し
て
、
強
制
結
婚
そ
の
も
の
と
同
一
の
刑
罰
を
科
す
る
。
一
項
の
行
為
手
段
に
加
え
て
、
策
略
に
よ
る
行
為
も
処
罰
範

囲
に
含
ん
で
い
る
。
婚
姻
に
応
じ
る
こ
と
の
強
要
、
及
び
、
そ
れ
を
目
的
と
す
る
国
外
へ
の
連
行
が
、
通
常
の
強
要
罪
に
対
し
て
刑
が
加

重
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
、
理
由
書
は
、
人
身
売
買
に
類
似
す
る
人
権
軽
視
の
行
為
の
不
法
を
強
調
し
た(34
)。

確
か
に
、
結
婚
を
強
制
す
る
行
為
の
人
権
侵
害
性
は
首
肯
し
得
る
に
し
て
も
、
何
故
婚
姻
に
応
じ
る(35
)こ

と
の
強
要
が
、
他
の
強
要
行
為

に
比
し
て
重
く
処
罰
さ
れ
る
か
、
ま
ず
、
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
学
説
に
お
い
て
も
、
強
制
結
婚
が
強
要
罪
に
比
し
て
、
特
殊
な

当
罰
的
行
為
と
言
え
る
か
に
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る(36
)。

刑
の
加
重
に
値
す
る
強
制
結
婚
の
実
体
法
的
意
義
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
強
制
結
婚
規
定
を
め
ぐ
る
解
釈
論
上
主
要
な
論
点
を
と
り
あ
げ
て
論
じ
る
。

新
規
定
に
関
し
て
は
、
多
岐
に
わ
た
り
、
か
つ
詳
細
な
実
体
法
上
の
分
析
を
は
じ
め(37
)、

手
続
的
側
面(38
)や

滞
在
法
、
庇
護
法
と
の
関
連
で
も

幾
多
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
主
要
な
学
説
は
、
本
罪
の
保
護
法
益
と
の
関
連
で
、
犯
罪
の
成
否
を
決
す
る
「
婚
姻
」
概
念
に

焦
点
を
合
わ
せ
る
。
そ
こ
で
、
中
心
的
な
解
釈
上
の
論
点
と
な
る
「
婚
姻
」
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

(2
)
強
制
結
婚
罪
に
い
う
婚
姻
の
意
義
に
つ
い
て

本
罪
に
お
い
て
処
罰
の
対
象
と
な
る
行
為
は
、
暴
行
若
し
く
は
重
大
な
害
悪
を
加
え
る
旨
を
告
知
し
脅
迫
す
る
こ
と
で
婚
姻
に
応
じ
る

よ
う
強
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
婚
姻
へ
の
応
諾
、
な
い
し
婚
姻
成
立
が
犯
罪
の
既
遂
に
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
が
欠
け
る
場
合
に
は
、
本
罪

論 説
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は
未
遂
と
な
る
。
ま
た
、
強
要
と
は
無
関
係
に
婚
姻
の
応
諾
が
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る(39
)。

ま
ず
、
基
本
法
六
条
が
保
護
す
る
婚
姻
の
自

由(40
)が

保
護
法
益
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
条
に
い
う
「
婚
姻
」
は
、
ド
イ
ツ
民
法
一
三
一
〇
条
以
下
に
規
定
さ
れ
る
「
婚
姻
」、
即
ち
、（
出

生
す
る
子
も
含
め
た
）
生
活
共
同
体
と
し
て
、
国
家
の
特
別
な
保
護
に
値
す
る
有
効
な
婚
姻
で
あ
る
と
解
さ
れ
る(41
)。

二
三
七
条
二
項
が
外

国
へ
の
連
れ
去
り
を
規
定
す
る
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
条
に
定
め
る
強
制
結
婚
の
成
否
に
関
し
て
は
、
国
内
で
行
わ
れ
る
婚

姻
の
有
効
性
の
み
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
外
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
法
上
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
婚
姻
も
ま

た
、
そ
の
射
程
に
入
れ
ら
れ
る(42
)。

婚
姻
の
有
効
性
を
論
じ
る
と
き
に
、
避
け
て
通
れ
な
い
の
は
、
当
事
者
が
属
す
る
国
の
制
度
上
正
式
な
婚
姻
に
必
要
な
手
続
を
必
ず
し

も
経
て
い
な
い
が
、
一
般
的
に
そ
の
社
会
に
お
い
て
は
婚
姻
成
立
が
承
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
関
係
を
如
何
に
扱
う
か
と
い
う
問
題
で
あ

り
、
事
態
が
国
境
を
越
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
問
題
性
が
、
よ
り
顕
著
に
な
る
。
特
に
、
今
次
の
改
正
で
注
目
さ
れ
た
、
被
強
要
者
の
本

国
で
、
宗
教
的
に
、
若
し
く
は
慣
習
上
社
会
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
形
態
の
婚
姻
を
如
何
に
取
り
扱
う
か
と
い
う
点
は
、
検
討
を
要
す

る
。当

事
者
の
意
向
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
に
、
近
親
者
等
が
「
代
理
」
し
て
結
ん
だ
結
婚
の
約
束
は
、
た
と
え
そ
の
本
国
に
お
い
て
は
婚

姻
と
認
め
ら
れ
て
も
、
ド
イ
ツ
民
法
施
行
法
（
EGBGB）
六
条
に
い
う
公
序
良
俗
（
ordre
public）
に
反
し
、
無
効
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
当
事
者
の
他
の
選
択
を
排
し
、
意
思
に
反
す
る
結
婚
を
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る(43
)。

跛
行
婚
（
hinkende

Ehe）、
即
ち
、
本
国
法
上
有
効
で
は
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
法
上
は
無
効
と
さ
れ
る
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、

家
族
法
的
保
護
の
必
要
性
を
認
め
な
か
っ
た(44
)。

こ
の
判
決
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
民
法
上
無
効
な
婚
姻
は
、
強
制
結
婚
の
対
象
に

は
含
ま
れ
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
強
制
結
婚
規
定
が
ド
イ
ツ
刑
法
に
追
加
さ
れ
た
経
緯
に
鑑
み
て
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
、
国
連
世
界
人
権
宣
言
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
、
か
か
る
場
合
を
保
護
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
は
不
当
で
あ
る
こ
と
を
、
立
法
者
自
身
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が
説
い
て
い
る(45
)。「

望
ま
な
い
継
続
的
、
法
的
か
つ
人
的
な
関
係
」
を
打
破
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る(46
)、

と
。
か
く
し
て
、
専
ら
宗

教
的
な
、
若
し
く
は
ま
っ
た
く
法
律
に
よ
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
本
国
法
上
も
お
よ
そ
婚
姻
と
認
め
ら
れ
な
い
関
係
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
の

強
制
結
婚
の
対
象
か
ら
は
外
れ
る
が
、
本
国
に
お
い
て
社
会
的
に
一
定
の
認
知
を
得
て
、
本
国
法
上
も
婚
姻
と
認
知
さ
れ
る
よ
う
な
関
係

は
、
強
制
結
婚
の
対
象
た
り
得
る
。

か
か
る
処
罰
範
囲
の
拡
大
に
対
し
て
は
、
理
由
書
に
も
法
文
そ
れ
自
体
に
も
解
釈
の
手
が
か
り
と
な
る
論
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
批

判
さ
れ
て
い
る(47
)。

法
的
に
認
め
ら
れ
る
婚
姻
以
外
の
関
係
を
強
要
さ
れ
て
も
、
一
般
的
人
格
権
を
侵
害
さ
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
婚
姻
の
自
由
を
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
保
護
法
益
と
法
規
定
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
る
の
で
あ
る(48
)。

さ
ら
に
問
題
と
な
る
の
は
、
ド
イ
ツ
滞
在
資
格
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
偽
装
結
婚
（
Scheinehe）
で
あ
る
。
基
本
法
上
保

護
の
対
象
た
る
婚
姻
は
、
し
か
る
べ
き
期
間
継
続
さ
れ
る
生
活
共
同
体
を
前
提
と
し
て
い
る(49
)。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
仮
に
ド
イ
ツ
民
法
な
い

し
国
際
私
法
上
有
効
と
認
め
ら
れ
る
形
式
を
具
備
し
て
い
た
と
し
て
も
、
滞
在
資
格
を
得
る
た
め
だ
け
の
目
的
で
実
質
的
に
婚
姻
と
は
み

な
さ
れ
な
い
場
合
、
か
か
る
婚
姻
に
応
じ
る
よ
う
、
暴
行
若
し
く
は
重
大
な
害
悪
を
加
え
る
旨
の
脅
迫
を
も
っ
て
強
要
し
た
と
し
て
も
、

刑
法
二
三
七
条
の
適
用
領
域
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
と
な
る(50
)。

他
方
、
偽
装
結
婚
を
も
強
制
結
婚
罪
の
規
制
対
象
と
す
る
た
め
に
、
こ
れ

を
有
効
な
結
婚
で
あ
る
と
法
的
に
認
め
る
こ
と
は
、
そ
の
被
害
者
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
疑
念
を
免
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
私
法
的
な

身
分
関
係
の
保
障
及
び
そ
れ
に
対
す
る
公
的
な
保
護
と
刑
法
上
の
保
護
と
を
統
一
的
に
捉
え
る
こ
と
は
、
一
見
合
理
的
に
思
わ
れ
る
が
、

被
害
者
保
護
の
観
点
で
は
、
必
ず
し
も
十
全
な
効
果
を
期
待
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

か
く
し
て
、
強
制
結
婚
罪
の
新
規
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
理
論
的
問
題
の
み
な
ら
ず
、
実
践
的
・
政
策
的
観
点
か
ら
の
課
題
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
仮
に
強
制
結
婚
を
独
自
に
規
定
す
る
こ
と
に
一
義
的
な
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
の
意
義
が
あ
る
と
し
て
も
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
も
の

に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
法
に
期
待
さ
れ
た
法
益
保
護
機
能
が
果
た
さ
れ
な
い(51
)。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
二
三
七
条
一
項
の
行
為
は
、
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旧
二
四
〇
条
四
項
に
強
要
罪
の
加
重
類
型
と
し
て
同
一
の
内
容
が
既
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
効
果
す
ら

ほ
と
ん
ど
期
待
さ
れ
な
い
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る(52
)。

こ
れ
を
指
摘
し
た
ヴ
ァ
レ
リ
ウ
ス
は
、
立
法
者
が
強
制
結
婚
を
禁
止
す
る
姿
勢
を
見

せ
た
こ
と
自
体
は
歓
迎
し
な
が
ら
も
、
基
本
法
六
条
で
そ
の
自
由
が
保
護
さ
れ
る
婚
姻
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
国
家
的
関
心
を
介
在
さ
せ

て
結
ば
れ
た
特
殊
な
関
係
、
即
ち
民
事
法
上
の
婚
姻
で
あ
り
、
立
法
者
が
理
由
書
で
掲
げ
た
事
態
を
包
含
せ
ず
、
規
定
と
立
法
趣
旨
と
の

間
に
齟
齬
が
あ
る
こ
と
、
婚
姻
に
応
じ
る
こ
と
を
強
要
す
る
場
合
に
は
本
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
が
、
暴
行
や
重
大
な
害
悪
を
加
え
る

旨
の
脅
迫
で
も
っ
て
、
当
事
者
が
望
ま
な
い
婚
姻
を
維
持
す
る
よ
う
強
要
す
る
こ
と
は
、
本
罪
の
射
程
に
入
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
法

規
定
が
要
件
と
し
て
定
め
る
暴
行
、
脅
迫
の
手
段
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
強
制
結
婚
罪
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
暴
行
、
脅
迫
が
な

け
れ
ば
、
被
強
要
者
が
近
親
者
等
の
圧
力
に
屈
し
て
結
婚
を
拒
絶
で
き
な
く
と
も
、
刑
法
的
保
護
の
対
象
と
さ
れ
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
、

新
規
定
を
批
判
す
る
の
で
あ
る(53
)。

以
上
の
よ
う
に
、
立
法
趣
旨
と
規
定
の
文
言
と
の
齟
齬
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
強
制
結
婚
が
、
い
つ
如
何
な

る
場
合
に
処
罰
さ
れ
る
か
、
必
ず
し
も
一
義
的
で
は
な
い
点
に
も
注
意
を
要
す
る
。
そ
れ
は
、
本
罪
の
原
型
た
る
強
要
罪
規
定
に
内
在
す

る
特
徴
で
も
あ
る
。
二
四
〇
条
一
項
に
定
め
る
強
要
罪
の
違
法
性
は
、
構
成
要
件
該
当
行
為
が
あ
れ
ば
た
ち
ま
ち
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
違
法
な
強
要
行
為
に
限
っ
て
、
即
ち
、
同
条
二
項
に
定
め
る
非
難
す
べ
き
性
質
（
V
erw
erflichkeit）
が
あ
っ
て
初
め
て
肯
定
さ

れ
る
。
二
三
七
条
一
項
も
同
様
の
体
裁
を
と
っ
て
お
り
、
か
か
る
性
質
が
な
け
れ
ば
強
制
結
婚
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
非
難

す
べ
き
性
質
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
強
要
の
手
段
と
目
的
と
の
関
係
か
ら
社
会
的
相
当
性
を
標
準
と
し
て
判
断
さ
れ
、
暴
行
若
し
く
は
重

大
な
害
悪
を
加
え
る
旨
の
脅
迫
が
追
求
さ
れ
る
目
的
に
照
ら
し
て
非
難
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
れ
ば
、
強
要
行
為
が
違
法
と
さ
れ
る
の
で

あ
る(54
)。

そ
う
す
る
と
、
強
制
結
婚
は
す
べ
て
不
法
で
あ
る
か
の
よ
う
な
立
法
理
由
の
説
明
は
、
こ
の
点
で
規
定
の
体
裁
と
矛
盾
を
生
じ
る
。

少
な
く
と
も
、
強
制
結
婚
の
目
的
に
照
ら
し
て
、
強
要
手
段
の
違
法
性
を
個
別
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

ドイツの強制結婚禁止法（金澤）

(法雑 ’14）60―3・4― 289

一
一
四
五



こ
の
点
に
関
し
、
用
い
ら
れ
る
暴
行
、
脅
迫
の
態
様
、
状
況
ご
と
に
事
例
を
素
材
と
し
て
非
難
す
べ
き
性
質
の
有
無
を
検
証
す
る
論

稿(55
)は

、
示
唆
に
富
む
。
強
要
罪
に
お
け
る
暴
行
は
、
意
思
活
動
、
意
思
決
定
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
害
者
の
抵

抗
を
抑
圧
す
る
絶
対
的
な
肉
体
的
強
制
に
至
る
暴
力
（
vis
absolta）
ま
で
要
し
な
い
が
、
意
思
を
枉
げ
る
強
制
と
し
て
働
く
暴
力
（
vis

com
pulsiva）
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
被
害
者
本
人
の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
に
及
ぶ
暴
行
も
含
ま
れ
る
。
結
婚
に
応
じ
さ
せ
る
目
的
で

の
暴
行
が
、
社
会
的
に
相
当
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
た
め
、
い
ず
れ
も
非
難
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
が(56
)、

害
悪
の
内
容
（
恋
愛
関
係
の
終

結
、
勘
当
等
の
家
族
関
係
断
絶
、
親
権
や
財
産
的
利
益
剥
奪
、
自
殺
予
告
等
）
に
よ
っ
て
は
、
常
軌
を
逸
す
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
害
悪

に
よ
る
脅
迫
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
社
会
的
相
当
性
を
否
定
し
き
れ
ず
、
処
罰
を
免
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る(57
)。

強
制
結
婚
の
不
法
を
基
礎
づ
け
る
実
質
は
、
行
為
の
当
罰
性
を
踏
ま
え
た
要
罰
性
に
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
レ
ッ
ツ
グ
ス
で
あ
る(58
)。

強
要
罪
の
違
法
性
が
意
思
活
動
、
意
思
決
定
の
自
由
を
保
護
す
る
同
規
定
の
構
造
に
鑑
み
て
、
強
要
の
目
的
、
手
段
の
関
係
か
ら
導
か
れ

る
と
す
れ
ば
、
強
制
結
婚
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
望
ま
な
い
婚
姻
に
応
じ
る
よ
う
強
要
す
る
目
的
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
通
例

多
い
と
は
言
え
ず
、
そ
の
当
罰
性
、
要
罰
性
は
通
常
の
強
要
罪
に
比
べ
て
容
易
に
肯
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
強
制
結
婚
を
迫
る
行
為
の
高

い
法
益
侵
害
性
は
、
手
段
の
正
当
化
の
基
準
を
類
型
的
に
押
し
上
げ
、
そ
の
結
果
、
目
的
手
段
関
係
を
基
準
に
判
断
さ
れ
る
強
制
結
婚
の

違
法
性
が
認
め
ら
れ
や
す
く
な
る
が
、
こ
の
と
き
、
他
人
の
意
思
を
無
視
し
た
結
婚
を
も
く
ろ
む
行
為
者
の
心
情
、
動
機
を
も
考
慮
し
て
、

疑
う
余
地
な
く
非
難
す
べ
き
性
質
が
肯
定
さ
れ
る
と
す
る(59
)。

(32
)
BT
-D
rucksache
17/4401,S.2.

(33
)
JensBülte/
Raym
ond
Becker,Ü
berblick
überdie
Strafvorschriftgegen
die
Zw
angsheirat(§
237
StGB),JA
2013,7.V
gl.BT
-

D
rucksache
17/4401,S.8.

(34
)
BT
-D
rucksache
15/3045,S.10.
な
お
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
か
ら
の
立
法
提
案
は
、
強
制
結
婚
を
独
立
し
て
規
定
す
べ

し
と
し
つ
つ
、
独
立
規
定
が
か
な
わ
な
け
れ
ば
、
強
要
罪
の
加
重
類
型
と
し
て
の
追
加
を
主
張
し
た
（
BR-D
rucksache
767/04,S.2）。
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(35
)
二
三
七
条
の
文
言
に
忠
実
に
訳
す
る
な
ら
ば
、
暴
行
等
を
用
い
て
「
婚
姻
を
成
立
さ
せ
る
よ
う
（
zur
Eingeheung
der
Ehe）」
強
要
す
る

と
記
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
被
強
要
者
が
婚
姻
成
立
に
向
け
て
如
何
な
る
行
為
を
さ
せ
ら
れ
る
か
を
考
慮
す
る
な
ら
、「
婚
姻
に
応

じ
る
」
こ
と
を
強
要
す
る
と
表
現
す
る
法
務
省
司
法
法
制
部
訳
が
適
切
で
あ
り
、
日
本
語
と
し
て
も
こ
な
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
に
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
婚
姻
の
応
諾
と
婚
姻
成
立
と
の
間
に
間
隔
が
生
じ
、
既
遂
時
期
が
不
明
確
に
な
り
う
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
婚
姻
の
成
立
（
Eheschließung）
が
あ
っ
て
初
め
て
本
罪
が
既
遂
に
達
す
る
と
の
理
解
（
T
hom
as
Fischer,StGB,

58.A
ufl.2010,§240
Rdn.59a）
も
あ
る
。

(36
)
既
に
、
強
要
罪
の
、
特
に
加
重
さ
れ
た
例
示
規
定
の
形
式
に
関
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
の
は
、
Fischer,Sexuelle
Selbstbestim
m
ung,

ZStW
112
(2000),79.

(37
)
例
え
ば
、
結
婚
の
相
手
が
強
制
結
婚
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
場
合
の
共
犯
の
成
否
等
、
本
規
定
の
解
釈
論
上
の
重
要
論
点
は
多
数
あ
る
が
、
そ

の
検
討
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
。
V
gl.Christian
Sering,D
as
neue
„Zw
angsheirat-Bekäm
pfungsgesetz“,N
JW
2011,2161ff(2163).

(38
)
実
務
上
は
公
訴
時
効
、
証
人
適
格
等
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
V
gl.V
olkerH
aas,D
erneue
Straftatbestand
derZw
angsheirat(§237

StGB)̶
eine
krim
inalpolitische
Bew
ertung,JZ
2013,72ff
(81).

(39
)
Bülte/
Becker,JA
2013,10.

(40
)
そ
れ
故
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
（
BGBl.I
2001,266）
上
の
同
性
間
の
関
係
（
http://w
w
w
.bm
j.de/SharedD
ocs/D
ow
nloads/

D
E/pdfs/Lebenspartnerschaftsgesetz.pdf?＿
blob=publicationFile）
は
、
婚
姻
に
含
ま
れ
な
い
。

(41
)
旧
規
定
に
関
し
て
も
支
配
的
な
見
解
で
あ
っ
た
。
Fischer,StGB,§240
Rdn.59a;A
dolfSchönke/H
orstSchröder/A
lbin
Eser/Jörg

Eisele,StGB,28.A
ufl.2010,§240Rdn.38.
な
お
、
婚
姻
が
不
法
に
強
制
さ
れ
た
場
合
に
は
、
民
法
上
取
消
可
能
で
あ
る
（
民
法
一
三
一
四
条

二
項
四
号
）。

(42
)
国
境
を
越
え
る
結
婚
に
つ
い
て
も
、
民
法
施
行
法
（
EGBGB）
一
三
条
一
項
に
基
づ
い
て
ド
イ
ツ
法
上
有
効
と
さ
れ
れ
ば
、
強
制
結
婚
の
構

成
要
件
該
当
性
が
肯
定
さ
れ
る
。
D
agm
ar
K
aiser,Zw
angsheirat,Fam
RZ
2013,S.77ff
(82).

(43
)
Jörg
Eisele/
Christian
F.M
aier,Strafbarkeitder
Zw
angsheiratnach
§237
StGB
im
Lichte
des
internationalen
Straf-und

Privatrechts,N
StZ
2011,S,546ff
(550).

(44
)
BGH
N
JW
-RR
2003,850
(852f.).

(45
)
BT
-D
rucksache
17/4401,S.8.
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(46
)
BT
-D
rucksache
17/4401,S.12.

(47
)
Edw
ard
Schram
m
,Ehe
und
Fam
ilie
im
Strafrecht,2011,S.504f.

(48
)
Bülte/
Becker,D
er
Begriff
der
Ehe
in
§237
StGB,ZIS
2013,61ff
(66).

(49
)
BV
erfGE
53,245.

(50
)
H
ayriye
Y
erlikaya/
Esm
a
Çakir-Ceylan,Zw
angs-und
Scheinehen
im
Fokus
staatlicher
K
ontrolle:Eine
Betrachtung
des

jüngsten
Gesetzentw
urfes
zur
Bekäm
pfung
der
Zw
angsheirat
und
V
erhinderung
vor
Scheinehen
im
Lichte
des

O
pferschutzes,ZIS
2011,209.

(51
)
A
lexander
K
ubik/
T
illZim
m
erm
ann,Sozialadäquate
Zw
angsheiratungen?―
Zur
Bedeutung
der
V
erw
erflichkeitsklausel

des
§237
A
bs.1
Satz
2
StGB,JR
2013,192ff
(193).

(52
)
Brian
V
alerius,Gedanken
zum
Straftatbestand
der
Zw
angsheirat
(§237
StGB),JR
2011,430ff
(431).

(53
)
V
alerius,JR
2011,432f.

(54
)
強
要
罪
に
お
け
る
強
要
行
為
と
そ
の
非
難
す
べ
き
性
質
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
改
め
て
検
討
す
る
。

(55
)
K
ubik/
Zim
m
erm
ann,JR
2013,192ff.

(56
)
K
ubik/
Zim
m
erm
ann,JR
2013,197.

(57
)
K
ubik/
Zim
m
erm
ann,JR
2013,203.

(58
)
K
laus
Letzgus,Strafrechtliche
Bekäm
pfung
der
Zw
angsheirat,FS
für
Ingeborg
Puppe,2011,S.1231ff.

(59
)
Letzgus,a.a.O
.,S.1237.
む
し
ろ
強
制
結
婚
の
成
否
に
関
し
て
は
、
行
為
の
目
的
と
手
段
と
の
関
係
に
言
及
す
る
こ
と
を
や
め
、
強
要
罪
と

の
相
違
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
っ
た
と
も
主
張
す
る
（
Letzgus,a.a.O
.,S.1240）。
V
gl.Br-D
rucksache
436/05,S.5.

四

強
制
結
婚
に
対
す
る
刑
事
規
制
の
意
義

以
上
の
議
論
状
況
を
踏
ま
え
て
、
強
制
結
婚
禁
止
法
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
新
規
定
の
意
義
を
検
討
し
よ
う
。
二
三
七
条
一
項
の
行
為
は
、

旧
規
定
二
四
〇
条
四
項
前
段
と
し
て
、
既
に
従
前
よ
り
刑
事
規
制
の
対
象
で
あ
り
、
同
一
の
法
定
刑
が
科
せ
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
独
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立
の
規
定
と
す
る
こ
と
に
は
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
意
義
し
か
な
い
と
評
さ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
国
家
が
刑
罰
を

も
っ
て
強
制
結
婚
に
対
峙
す
る
と
い
う
明
確
な
姿
勢
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
前
提
に
は
、
婚
姻
の
自
由
を
侵
害
さ
れ
る
危
険

が
極
め
て
高
い
、
移
民
の
背
景
を
も
つ
者
の
存
在
が
幾
つ
か
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
者
の
意
思
活
動
、

意
思
決
定
の
自
由
を
特
に
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
判
断
が
立
法
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
強
要
罪
の
加
重
類
型
と
し
て
の
二
三
七
条
一
項
の
規
定
で
そ
の
保
護
が
十
分
に
は
か
れ
る
か
に
は
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。

通
常
の
強
要
罪
の
成
立
に
は
、
被
強
要
者
が
、
暴
行
若
し
く
は
重
大
な
害
悪
を
加
え
る
旨
の
脅
迫
に
よ
り
、
行
動
、
受
認
、
不
作
為
を
違

法
に
強
要
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
完
全
に
抵
抗
を
抑
圧
さ
れ
て
財
物
等
を
奪
取
さ
れ
る
強
盗
罪
の
よ
う
な
場
合
と
は
異

な
り
、
強
要
罪
の
成
否
が
問
題
に
な
る
事
例
に
お
い
て
は
、
強
制
下
に
あ
る
と
は
い
え
ど
も
、
被
強
要
者
自
身
が
一
定
の
行
動
を
す
る
、

し
な
い
の
決
定
が
な
お
留
保
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
選
択
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
望
ま
な
い
行
動
、
受
認
、
不
作
為
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
の
意
思
活
動
、
意
思
決
定
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る(60
)。

と
こ
ろ
が
、
今
次
の
立
法
で
焦
点
を
合
わ

せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
自
ら
の
意
思
で
婚
姻
す
る
、
若
し
く
は
そ
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
が
最
初
か
ら
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
、
な
い
し
は
徐
々
に
か
か
る
状
況
に
追
い
こ
ま
れ
た
者
、
即
ち
、
自
己
決
定
の
環
境
が
整
わ
な
い
被
害
者
の
保
護
で
あ
り
、
同

様
の
理
論
構
成
が
可
能
か
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

そ
の
保
護
を
は
か
る
た
め
に
、
立
法
者
は
、
基
本
法
六
条
を
援
用
す
る
。
し
か
し
、
基
本
法
六
条
の
婚
姻
の
自
由
の
保
護
は
、
直
接
に

は
被
強
要
者
の
保
護
に
つ
な
が
ら
な
い
。
婚
姻
制
度
は
、
一
般
的
に
、
一
定
程
度
の
長
期
間
継
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
、
家
族
の
基

盤
を
形
成
す
る
関
係
の
開
始
に
「
婚
姻
」
と
し
て
国
家
的
承
認
を
与
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
特
別
な
優
遇
措
置
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
承
認
の
前
提
と
し
て
、
当
事
者
双
方
が
自
由
に
そ
の
相
手
、
時
期
等
を
選
択
で
き
る
婚
姻
の
自
由
の
保
障
が
必
要
で
あ
る
。
婚
姻
の

自
由
は
、
そ
の
限
り
で
国
家
が
如
何
な
る
関
係
に
保
護
を
与
え
る
か
の
基
準
を
提
示
し
得
る
が
、
個
人
を
婚
姻
の
強
要
か
ら
直
接
保
護
す
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る
論
理
を
提
示
し
な
い(61
)。

他
方
、
婚
姻
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
上
記
優
遇
措
置
は
、
他
人
に
望
ま
ぬ
結
婚
を
さ
せ
る
十
分
な
動
因
を
提
供
す
る
。
多
様
な
利
益
を
目

的
に
、
結
婚
の
政
治
利
用
が
盛
ん
に
な
さ
れ
た
歴
史
か
ら
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
婚
姻
共
同
体
は
一
個
の
単
位
と
数
え
ら
れ
る
。

国
境
を
越
え
て
人
が
移
動
す
る
今
日
、
婚
姻
し
た
者
の
一
方
を
足
が
か
り
に
家
族
の
他
の
構
成
員
を
国
内
に
呼
び
込
む
手
段
と
し
て
、
婚

姻
制
度
が
利
用
さ
れ
る
例
は
、
ド
イ
ツ
に
限
ら
ず
枚
挙
に
い
と
ま
が
無
い
。
か
か
る
目
的
の
た
め
に
、
他
人
に
婚
姻
を
強
制
す
る
者
か
ら

被
強
要
者
を
保
護
す
る
こ
と
こ
そ
、
立
法
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
被
害
者
保
護
の
要
請
と
立
法
趣
旨
で
語
ら
れ

た
婚
姻
の
自
由
の
保
護
と
の
間
に
も
齟
齬
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
そ
し
て
、
よ
り
問
題
で
あ
る
の
は
、
規
制
行
為
が
、
必
ず
し
も
立
法
者
が
主
張
す
る
よ
う
な
被
害
者
の
保
護
を
十
全
に
果
た

し
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
婚
姻
が
成
立
し
て
し
ま
え
ば
、
被
害
者
の
保
護
は
遅
き
に
失
す
る
。
か
か
る
場
合
の
た
め
に
未
遂
犯
の
処
罰
が

規
定
さ
れ
、
ま
た
、
二
項
の
規
定
が
、
補
充
的
に
準
備
行
為
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
が
、
強
制
結
婚
目
的
と
い
え
ど

も
、
婚
姻
に
応
ず
る
よ
う
強
制
す
る
こ
と
と
は
異
質
な
、
し
か
も
実
行
の
着
手
の
は
る
か
前
段
階
の
行
為
を
一
項
に
定
め
る
行
為
と
同
一

の
法
定
刑
で
処
罰
す
る
こ
と
が
、
果
た
し
て
比
例
性
を
満
た
す
か
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
よ
り
根
本
的
に
問
題
で
あ
る
の
は
、
法
文
に
言
う
「
婚
姻
」
を
国
際
私
法
的
観
点
も
踏
ま
え
た
、
ド
イ
ツ
民
法
上
も
有
効
な

婚
姻
に
限
定
す
れ
ば
、
立
法
者
が
保
護
の
必
要
性
を
訴
え
た
事
例
の
多
数
は
、
強
制
結
婚
の
対
象
で
は
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点

で
あ
る(62
)。

強
制
結
婚
の
被
害
に
直
面
し
て
、
そ
の
、
よ
り
よ
い
保
護
を
主
張
す
る
見
解
は
、
ド
イ
ツ
民
法
上
有
効
と
認
め
ら
れ
な
い
婚
姻

を
強
要
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
或
い
は
、
既
に
婚
姻
が
形
式
的
に
有
効
に
成
立
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
望
ま
な
い
関
係
か
ら
の
救
助

こ
そ
が
被
害
者
の
保
護
で
あ
る
と
解
し
、
そ
の
た
め
の
刑
事
規
制
を
主
張
す
る
。
か
か
る
見
解
は
、
強
制
結
婚
（
Zw
angsheirat）
の

み
な
ら
ず
、
強
制
婚
状
態
（
Zw
angsehe）
を
も
規
制
の
対
象
と
す
べ
し
と
論
じ
る
の
で
あ
る(63
)。
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被
強
要
者
の
保
護
に
着
目
し
た
こ
の
主
張
は
傾
聴
に
値
す
る
が
、
既
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
二
三
七
条
の
規
定
の
解
釈
と
し
て
、
以
上

の
立
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
刑
事
規
制
に
よ
る
被
害
者
の
保
護
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い(64
)。

最
後
に
、
違
法
な
婚
姻
の
強
制
と
そ
う
で
な
い
行
為
と
の
区
分
は
、
実
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
普
通
の
結
婚
に
お

い
て
も
、
完
全
に
そ
の
選
択
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
疑
え
ば
、
婚
姻
の
自
由
の
侵
害
の
実
体
の
不
明
確
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
逆
に
、
形
式
的
に
構
成
要
件
を
満
た
す
行
為
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
、
婚
約
中
婚
約
者
以
外
に
目
移
り
を
し
た
者
に
近
親
者
等

が
鉄
拳
制
裁
を
加
え
る
こ
と
で
、
無
事
元
の
さ
や
に
戻
っ
て
結
婚
で
き
た
場
合
を
違
法
な
強
制
結
婚
と
は
断
じ
難
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、

可
罰
的
行
為
と
し
て
の
強
制
結
婚
は
、
婚
姻
の
自
由
の
侵
害
が
明
確
な
、
当
罰
的
な
も
の
に
限
定
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
強
制
結
婚
禁
止
法
の
制
定
過
程
及
び
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
法
的
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
二
三
七
条
の
新
規
定
を
前
提
と
し
て
、
刑
事
規
制
に
よ
り
、
強
制
結
婚
の
被
害
者
に
十
全
な
保
護
を
は
か
ろ
う
と
す
る
こ
と

に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た(65
)。

固
よ
り
、
移
民
の
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
つ
つ
、
一
般
に
向
け
ら
れ
た
規
定
を
新
設
す
る
強
制
結

婚
禁
止
法
の
制
定
過
程
は
特
異
で
あ
る
が(66
)、

ド
イ
ツ
で
は
、
刑
罰
規
定
の
み
な
ら
ず
、
滞
在
法
、
庇
護
法
に
関
す
る
諸
規
定
の
改
正
が
同

時
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。（
特
に
若
年
の
）
女
性
が
被
害
に
遭
い
や
す
い
こ
と
に
鑑
み
て(67
)、

真
に
必
要
な
保
護
施

策
、
例
え
ば
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
施
設
を
整
備
拡
充
し
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
支
援
を
充
実
さ
せ
る
等
の
措
置
を

講
じ
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る(68
)。

(60
)
他
の
侵
害
結
果
が
発
生
し
た
場
合
は
別
で
あ
る
。
暴
行
に
よ
り
足
を
折
ら
れ
て
任
意
の
場
所
に
行
け
な
く
な
れ
ば
、
既
に
強
要
罪
の
成
否
の
問

題
で
は
な
く
な
る
。

(61
)
被
強
要
者
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
侵
害
さ
れ
る
の
は
、「
婚
姻
」
の
自
由
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
婚
姻
の
成
立
に
伴
い
居
住
地
、
生
活
が
一
変
す
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る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
特
に
若
年
の
者
に
と
っ
て
は
成
長
発
達
権
に
も
触
れ
る
、
自
己
の
人
生
に
関
す
る
重
大
事
項
に
つ
い
て
決
定
す
る
機
会
が

奪
わ
れ
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
不
利
益
で
あ
ろ
う
。

(62
)
H
aas,JZ
2013,78.

(63
)
Sütçü,a.a.O
.,S.298.

(64
)
H
aas,JZ
2013,81;Roland
H
efendehl,D
er
fragm
entarische
Charakter
des
Strafrechts,JA
2011,401ff
(406).

(65
)
H
aas,JZ
2013,81.

(66
)
Fischer,StGB,§237
Rdn.4;BT
-D
rucksache,17/4401,S.8.

(67
)
な
お
、
事
例
は
少
な
い
な
が
ら
も
存
在
す
る
男
性
被
害
者
に
対
す
る
保
護
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
V
gl.
U
lrike
Schw
arz,

Zw
angsheirat̶
Problem
e
in
der
Praxis,N
D
V
2013,1ff
(2).

(68
)
Ralph
Göbel-Zim
m
erm
ann,
D
er
Schutz
vor
Zw
angsverheiratung
unter
Berücksichtigung
der
N
euregelung
des

Ehegatennachzugs
durch
das
„Richtlinienum
setzungsgesetz“
und
das
„Zw
angsheiratsbekäm
pfungsgesetz“,K
laus
Barw
ig/

Rainer
D
obbelstein
(hrsg.),D
en
Frem
den
akzeptieren:FS
für
Gisbert
Brinkm
ann,2012,S.115ff(130).

五

結
び
に
か
え
て

強
制
結
婚
禁
止
法
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
刑
法
に
強
制
結
婚
規
定
が
追
加
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
三
七
条
一
項
は
既
存
の
条
文
を
独
立
さ
せ

た
に
と
ど
ま
り
、
二
項
に
規
定
さ
れ
た
強
制
結
婚
目
的
の
国
外
へ
の
連
行
等
を
処
罰
す
る
規
定
の
新
設
以
外
に
は
、
本
質
的
な
変
更
は
な

い
。
文
言
上
は
国
民
一
般
を
適
用
対
象
と
し
て
予
定
し
な
が
ら
、
移
民
を
背
景
と
す
る
者
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
立
法
は
特
異
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
は
、
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
の
宣
言
的
意
義
を
強
調
す
る
が
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
刑
法
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
に
対
す

る
批
判
も
根
強
い
。

今
次
の
改
正
は
、
刑
罰
法
規
の
追
加
を
単
独
で
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
移
民
政
策
の
一
環
と
し
て
の
法
整
備
の
文
脈
で
検
討
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す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
強
制
結
婚
の
増
加
の
要
因
の
一
つ
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
ド
イ
ツ
の
移
民
政
策
の
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み

て
、
強
制
結
婚
の
禁
止
と
同
時
に
結
婚
に
よ
る
滞
在
条
件
が
再
度
厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
刑
事

規
制
が
真
に
必
要
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

立
法
後
の
議
論
が
示
す
よ
う
に
、
婚
姻
の
強
要
が
、
意
思
活
動
、
意
思
決
定
の
自
由
を
保
護
す
る
通
常
の
強
要
罪
に
比
し
て
、
類
型
的

に
違
法
性
が
強
い
と
言
え
る
か
ど
う
か
に
は
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
就
中
、
移
民
を
背
景
と
す
る
若
い
女
性
が
し
ば
し
ば
近
親
者
等
の

暴
力
の
犠
牲
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
目
的
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
処
罰
の
対
象
と
な
る
行
為
は
、
民
事
法
上
有
効
と
さ
れ

る
婚
姻
の
強
要
の
み
と
解
さ
れ
る
点
は
、
立
法
目
的
と
の
顕
著
な
乖
離
を
示
し
て
い
る
。
被
害
者
の
保
護
を
は
か
る
た
め
に
は
、
か
か
る

婚
姻
の
有
効
性
を
問
い
、
滞
在
の
た
め
の
偽
装
結
婚
を
排
除
す
る
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
ろ
う
。

尤
も
、
実
態
把
握
の
困
難
な
状
況
に
も
拘
ら
ず
、
保
護
を
要
す
る
者
の
た
め
に
実
態
調
査
、
検
討
を
経
て
立
法
を
試
み
た
ド
イ
ツ
の
姿

勢
は
特
筆
に
値
す
る
。
人
口
構
造
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
将
来
に
お
け
る
労
働
力
確
保
の
困
難
性
に
直
面
し
、
日
本
も
遠
か
ら
ず
ド
イ
ツ

に
類
似
し
た
問
題
を
抱
え
、
か
つ
、
政
策
推
進
の
陰
に
保
護
を
要
す
る
者
が
生
み
出
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
保
護
の
た

め
に
安
易
な
刑
事
規
制
を
行
う
の
で
は
な
く
、
よ
り
穏
や
か
で
有
効
な
施
策
を
講
じ
る
た
め
に
も
、
ド
イ
ツ
の
例
に
学
ぶ
べ
き
点
は
少
な

く
な
い(69
)。

(69
)
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
下
で
の
家
族
関
係
の
刑
事
規
制
に
関
し
て
は
、
髙
山
佳
奈
子
「
家
族
関
係
の
刑
事
的
規
制
」
法
時
八
五
巻
五

号
（
二
〇
一
三
年
）
一
七
頁
以
下
。
ま
た
、
具
体
的
方
策
と
し
て
、
国
連
経
済
社
会
局
女
性
の
地
位
向
上
部
・
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
立

法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
二
〇
一
一
年
）
四
一
頁
参
照
。
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